
秋葉区役所他２施設ＺＥＢ化可能性調査業務委託事業 仕様書 

 

１ 事業名 

 秋葉区役所他２施設ＺＥＢ化可能性調査業務委託事業 

 

２ 業務の目的 

 本市では、令和６年２月に策定した「新潟市公共建築物ＺＥＢ化方針」において、脱炭素社会実

現のため省エネルギー性能に優れた機器等を導入し、カーボンニュートラルの実現に向けた取組み

を推進している。その目標達成のため、既存公共施設から排出される温室効果ガスの排出量削減が

喫緊の課題となっている。 

 本業務は、秋葉区役所・江南区役所・西川図書館のエネルギー消費状況を調査し、ＺＥＢ Ｏｒｉ

ｅｎｔｅｄ以上（以下「ＺＥＢ化」という。）の実現可能性を検討するとともに、ＺＥＢ化に向けた

改修水準を明確にすることを目的とする。 

 

３ 対象施設 

施設名 秋葉区役所 

所在地 新潟県新潟市秋葉区程島２００９番地 

竣工年 昭和６３年 

敷地面積 15,612.28 ㎡ 

延床面積 9,274.38 ㎡ 

構  造 鉄骨鉄筋コンクリート造／地上７階、地下１階建 

施設名 江南区役所 

所在地 新潟県新潟市江南区泉町３丁目４番５号 

竣工年 平成２年 

敷地面積 18,459.00 ㎡ 

延床面積 5,645.71 ㎡ 

構  造 鉄骨鉄筋コンクリート造／地上３階、地下１階建 

施設名 西川図書館 

所在地 新潟県新潟市西蒲区曽根２０４６番地 

竣工年 平成１７年 

敷地面積 4,699.29 ㎡ 

延床面積 4,539.61 ㎡ 

構  造 鉄骨造、一部鉄筋コンクリート造／地上２階、一部３階建 

 

４ 履行期間 

 契約締結日から令和８年３月２９日まで 

 

 

 



５ 管理技術者 

 受託者は以下の資格のいずれかを保有するものを管理技術者に選任し、本業務に従事させるもの

とする。 

（１） 技術士（建設部門）または技術士（電気電子部門） 

（２） 一級建築士 

（３） 建築設備士 

 なお、管理技術者は、委託者の指示に従い、業務遂行に関する一切の事項を処理するものとす

る。 

 

６ 作業の打合せ及び報告 

 本業務を適正かつ円滑に実施するため、管理技術者と監督職員は常に密接な連絡を取り業務の方

針及び条件等を協議するものとし、その内容についてはその都度受託者が書面（打合せ記録簿）に

記録し、相互に確認しなければならないものとする。 

 打合せ回数は計５回を目安とするが、委託者と受託者が協議の上、必要に応じて回数を増減する

ものとする。また、作業方法については、本仕様書に定める内容よりも打合せ記録簿の内容を優先

させる場合があるものとする。 

 

打合せ目安 

予定時期 内容 

契約締結後 業務の進め方、スケジュール確認 

令和７年１０月 ９（１）対象施設のエネルギー基礎調査の結果報告 

    １２月 ９（２）設備改修等の対策検討の素案共有 

令和８年１月 ９（３）改修水準の提案の素案共有 

    ３月 ９（４）ＺＥＢ化可能性調査報告書の報告 

 

７ 守秘義務 

 受託者は、本業務を通じて知り得た一切の事項について、第三者に漏洩してはならないものとす

る。 

 

８ 業務の概要 

（１） 対象施設のエネルギー基礎調査 

・主要設備の稼働状況及びエネルギー使用状況等の把握 

・施設におけるエネルギーの使用状況の見える化 

・現状のＢＰＩ、ＢＥＩ算出 

（２） 設備改修等の対策検討 

・外皮性能の向上及び設備改修の検討 

・再生可能エネルギー設備等の導入検討 

（３） 改修水準の提案 

・省エネルギー項目の効果の検証 



・ＺＥＢ化に向けた改修水準の提案 

（４） 報告書の作成 

 

９ 業務の内容 

 対象施設の改修に向けた調査・検討を行い、対象施設の現状と調査・検討結果に施設の利用状況

を踏まえた施工上の実現性、改修によるエネルギー消費の削減といった有効性等を加味した上で、

対象施設のＺＥＢ化に向けた改修の水準を検討し、ＺＥＢ化事業の実施判断に必要な事項等を整理

した上で提案する。 

 具体的な業務内容は、以下のとおりとする。なお、秋葉区役所については発注者から貸与した令

和６年度新潟市秋葉区役所省エネルギー性能算定業務報告書により省略可能な部分は実施しないも

のとする。 

 

（１） 対象施設のエネルギー基礎調査 

ア 主要設備の稼働状況及びエネルギー使用状況等の把握 

 次の事項について、書類調査、ヒアリング及び現地調査により状況を把握する。 

・施設の概要：建物構造、建物階数、竣工年、延床面積、建築面積、設備概要、稼働日数等 

・エネルギー使用の実態：月別・エネルギー種別のエネルギー使用量及び費用 

・主要設備の稼働状況等：設備能力、主な仕様、台数、設備の設定や使用状況等 

・省エネルギー対策の実施状況：推進体制、設備更新状況、運転管理状況等 

イ 施設におけるエネルギーの使用状況の見える化 

 設備の仕様及び稼働状況等からエネルギー分析を実施し、設備区分（空調、チラー、ボイラ

ー等）ごとのエネルギー使用量の内訳を算出する。 

ウ 現状のＢＰＩ、ＢＥＩ算出 

 エネルギー消費性能計算プログラム（標準入力法）を使用し、現状のＢＥＩ、ＢＰＩを算出

する。 

 

（２） 設備改修等の対策検討 

ア 外皮性能の向上及び設備改修の検討 

 省エネルギーに資する外皮性能の向上及び機械・電気設備等の改修に係る項目を検討する。 

イ 再生可能エネルギー設備等の導入検討 

 対象施設及び対象施設敷地の可能な範囲において、再生可能エネルギー設備の導入可能性を

検討する。検討にあたっては施設の耐荷重等実現性も考慮すること。 

 

（３） 改修水準の提案 

ア 図面の作成 

 前記（２）で検討した項目について、概略としての対象部位、機器を示した図面の作成及び

必要性等の項目の整理を行う。 

イ 省エネルギー項目の効果の検証 

 上記で整理した項目のうち、省エネルギー項目について、エネルギー消費性能計算プログラ



ム（標準入力法 Ver.3 系）による効果の簡易検証を行う。 

ウ ＺＥＢ化に向けた改修水準の提案 

・前記（２）の調査・検討結果を基に、施設の利用状況を踏まえた施工上の実現性・改修によ

るエネルギー消費の削減といった有効性等を加味した上で、ＺＥＢ化の可能性及びＺＥＢ化

等に向けた改修水準について概算費用を算出し、ＺＥＢ化可能性検討結果として、内容の整

理を行う。 

・今後、ＺＥＢ化事業の実施判断を行うために、標準的改修（既存設備と同性能の機器への入

れ替え）における概算費用についても算出する。 

・概算費用に関しては、改修を行った場合のコスト削減効果、条件を満たす国庫補助事業や起

債、地方交付税措置の活用を考慮した上で、投資回収年数を算定する。 

エ 改修スケジュールの整理 

 本業務における検討からＺＥＢ化改修工事の竣工に至るまでのスケジュールの整理を行う。 

 

（４） 報告書の作成 

ア 前記（１）から（３）までの内容を整理し、報告書を作成する。 

イ 報告書の作成にあたっては、ＺＥＢ化の判定及びＺＥＢ化に必要な改修内容を分かりやすく

整理すること。 

 

１０ 委託者からの貸与資料と使用制限 

（１） 対象施設情報（建築図面、設備図面、建築構造、建築年月日等） 

（２） 新潟市秋葉区役所省エネルギー性能算定業務報告書（エネルギー消費性能計算プログラム（標

準入力法 ver3.7.1）入力データ） 

（３） 対象施設の３ヶ年の光熱水使用量データ 

（４） その他、受託者が求めるもので、委託者が提供可能なもの。 

（５） 本業務において、委託者より貸与する資料について、受託者はその保管及び取り扱いについて

は、忘失、汚損、破損等のないよう万全の注意を払うものとし、使用後すみやかに返却するも

のとする。 

（６） 委託者が貸与する資料に関して、受託者は、本業務の関係者以外に情報が漏れることの無いよう

取り扱いと保管に留意し、本業務の目的以外に使用しないものとする。 

 

１１ 業務成果品 

 本業務においては、以下を成果品として納品するものとする。 

（１） ＺＥＢ化可能性調査報告書：２部 

 報告書には、以下の内容を含むこと。 

ア 一次エネルギー消費量の簡易検証結果 

※改修前後を明記し、比較できるもの。 

イ 可能性調査検討書 

ａ．検討結果概要 

 検討結果を施設別に一枚にまとめたもの、なお以下の内容は必須とする。 



・ＺＥＢ化の総合評価（ＺＥＢ化に適する、難がある、ＺＥＢ化不可能の３段階評価） 

・標準的改修及びＺＥＢ化の概算改修費用、CO2削減効果 

・ＺＥＢ化による投資回収年数 

・ＺＥＢ化で採用する仕様を設備別に示した表 

・省エネルギー性能の基準値及びＺＥＢ化の設計値 

ｂ．ＺＥＢ化に必要な改修内容の整理 

ｃ．再生可能エネルギー設備の活用方針（活用不可能な場合はその根拠） 

ｄ．概略としての検討図 

・パッシブ（建築） ：改修範囲を示した図、または改修概要断面図 

・アクティブ（設備） ：改修対象設備のうち主要設備をプロットした図及び 

    機器表の改修箇所を示した図 

    （熱源・室内機・室外機の配置、照明の改修範囲など） 

・再生可能エネルギー設備等（設置可能な場合に限る） 

ｅ．エネルギー消費量、CO2排出量、概算改修費用の比較 

・標準的改修のエネルギー消費量、CO2排出量、概算改修費用 

・ＺＥＢ化を行う場合のエネルギー消費量、CO2排出量、概算改修費用（CO2排出量と概算改

修費用のバランスから、最も効果的なもの） 

・上記２つの概算改修費用を比較し、ＺＥＢ化によるランニングコストの削減、条件を満た

す国庫補助事業や起債、地方交付税措置の活用により投資回収ができる年数 

・概算改修費用の算定根拠 

ｆ． 本業務における検討からＺＥＢ化改修工事の竣工に至るまでの改修スケジュール 

 

（２） 上記報告書のデータ及びエネルギー消費性能計算プログラムの入力ファイル（Excel ファイ

ル）を格納した記録媒体(ＣＤ－Ｒ等、発注者が指定する媒体）：１部 

（３） その他委託者から要求のあった資料：１式 

 

 なお、（１）について、以下の期限までに提出すること。 

ア 一次エネルギー消費量の簡易検証結果（現状のみ） 令和７年１０月３１日 

イ 可能性調査検討書のうち 

ｂ．ＺＥＢ化に必要な改修内容の整理  令和８年１月３０日 

ｃ．再生可能エネルギー設備の活用方針（活用不可能な場合はその根拠） 

       令和８年１月３０日 

ｄ．概略としての検討図    令和８年１月３０日 

 

１２ 検査 

 受託者は、業務を完了したときは、遅滞なく成果品を提出し、委託者の業務の完了を確認するた

めの検査を受けるものとする。 

 また、納品後であっても、成果品に不良箇所等が発見された場合は、速やかに訂正、補足その他

の措置を行わなければならない。 



 

１３ 留意事項 

 本業務の実施にあたっては、本仕様書のほか関係法令、規則等を遵守すること。本業務の実施に

あたっては、事前に発注者と十分協議し、調査を行うこと。 

 成果品の管理及び帰属は委託者とする。受託者は委託者の許可なく成果品を公表及び貸与しては

ならない。なお、委託者等から提供を受けた資料については、管理、保管を十分に行うとともに、

情報の外部への漏えいについて十分注意すること。 

 また、委託者及び受託者が指定する者は、成果品を自ら使用するために必要な範囲において、随

時利用できるものとする。 

 

１４ その他 

 本仕様書に記載のない事項については、委託者と受託者が協議により決定するものとする。ただ

し、本仕様書は、本業務の基本的事項を示したものであり、業務の目的から勘案して必要と考えら

れる事項については、委託者の指示により適宜実施すること。 

 

 


